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1982;佐々木・松山編,1988)。一方，縄文時代以降の

ソバの栽培の変遷に着目した研究はわずかで，地域的な

ソバの栽培の変遷を把握するためには，多くの花粉分析

データの蓄積が必要とされてきた（金原,1993)｡

筆者はこれまで近畿地方の遺跡において花粉分析を実

施し，ソバ属花粉の検出から，ソバの栽培の存在を指摘

した。しかし，その栽培の開始期や変遷などについては

明らかにできなかった（上中，2005,2007；上中ほか，

2006;伊藤ほか,2006;富井ほか,2007)。近畿地方は，

全国的にも埋蔵文化財調査が多く，花粉分析資料が蓄積

されている地域である。そこで本研究は，古くから政治・

文化の中心地として栄え，律令制下に畿内（山城・大和・

河内・和泉・摂津）と呼ばれた地域を対象とし，花粉分

析資料のソバ属花粉の検出例の収集・整理をとおして，

ソバの栽培の変遷について検討した。

１．はじめに

ソバは，日本人の食生活に馴染みの深い穀物の一つで

ある。タデ科ソバ属のソバ(Rzg叩Ｗ況加gsc"Jc"如加

Moench.)は，一年草の栽培植物で，原産地は中国の四

川省，雲南省とチベットの境界地域である（大西,2001)。

日本にはソバ属の植物（ソバ・シャクチリソバなど）が

自生しておらず，中国北部から朝鮮半島を経由して伝播

したということが，植物遺伝学的に明らかにされている

(MuraiandOhnishil996)｡

埋蔵文化財調査の際に実施される花粉分析では，ソバ

属花粉がしばしば検出される。ソバ属花粉の形態は，他

のタデ科植物の花粉と識別できる特徴を持っていること

が明らかにされている（那須・飯田,1978)｡また，ソ
バ属の植物が日本に自生していないことから，ソバ属花

粉の検出によってソバが生育していたことが推定される

(那須,1981)｡さらに，草本花粉・シダ植物胞子を基数

とした割合で土壌中にl%ソバ属花粉が検出されること

によって，近辺でのソバの栽培が推定できることが明ら

かにされている（中村,1984)。日本では，縄文時代の

遺跡からソバ属花粉が検出されており（例えば，那須ほ

か,1975;山田,1992),ソバの栽培の開始期は縄文時

代にまでさかのぼると考えられている。

ソバは，原始的な農耕といわれる焼畑でも栽培される。

このため，縄文農耕の解明に注目した研究がなされてき

た（例えば，文部科学研究費特定研究「古文化財｣，

２．方法

本研究は，前述のように畿内地域（現在の大阪府，京

都府南部，奈良県北部，兵庫県東部）を対象とした。花

粉分析資料は，筆者がこれまでに報告した花粉分析や，

既報告の遺跡の花粉分析資料を用いた。資料の検索には，

埋蔵文化財研究会によって作製された資料データベース

(埋蔵文化財研究会,2001)を使用した。収集した花粉

分析資料から，ソバ属花粉が検出されている遺跡・遺構・

層相・時代を抽出した。

報告書には，それぞれ分析者や分類群の出現率の算定
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異なる場合など）は，それぞれソバ属花粉の検出ごとに

杣ＩｌＩした。衣では○a,Obのように,｣くし,IxIでは,l

地,I.1,(として,j《した。また，近接する辿跡についても,1

地｡IbI,(として,j〈した。
ノド'１１|対象とした花粉分析資料には繩文llli代の地附から

のソバl瓜花粉の検出はなく，弥生IIf代以降，近ill:・近現

代にわたって検lllされていることがわかった。時代ごと

に､ノバ届花粉が検川された遺跡の分布を,｣〈したものが|叉Ｉ

２である。弥/|ﾐI1f代は，大阪平野束|櫛部に多いが，奈良

ﾘｉｌや兵IIIil１４には分布しない。古墳時代は，人阪､|え野南部

をはじめ，対象地域全体に遺跡の分布が拡人する。「I｢代・
IIIIH:には，とくに長岡京城に分布の集!|1がみられる。人

阪､'２野，奈良彼地にも分布が塒える。近'||:は，股岡京域，

などの迎いがあることから，、ノバ属花粉のｌｌＩ呪率は問わ

ず，すべてを}''1川した。対象とした|}#代は，繩文IIf代、

弥ﾉlill､↑代,II１-埴時代，奈良。、|え女ll,f代,'|1lll:,近lll:・近

現代である。

3．結果

今|111対象とした花粉分析資料は１９０件で，そのうちゾ
バ届花粉が検ｌｌＩされた資料は９１件であった｡lxllには，

本研究の対象とした畿内地域とソバ1両花粉が検出された

遺跡の分jjを示した。表ｌには，ソバ偶ｲﾋ粉が検出され

た追跡，，武料の採取地点，試料の胴ｲ|1,文献，さらにゾ
バ属花粉が検|||された時代をM{(丸でぶした。|11世跡内で

複数分析がおこなわれている場合（洲介ｲ|を度や分析行が
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表１畿内地域においてソバ属花粉が検出された遺跡
TablelThesiteatwhichF(zgOPyγ"mpollengrainshasbeendetectedintheKinaidistrict

遺跡番号遺跡名 試料採取地点 分 析 試 料 の 層 相 文 献 弥生古墳豪Q･畢賓中世近世
１ 安 満 遺 跡 土器溜・溝･周溝 徳丸始朗(1983） ●
２ 今 城 塚 古 墳 周濠 粘土 徳丸始朗(1986） ●
３ 新 池 遺 跡 谷部沼沢地･解析谷 腐 植 土 ･ 粘 土 松 江 実 千 代 ( 1 9 9 3 ） ●
４中垣内遺跡 トレンチ断面 粘土･砂 ･シルト坂本清子 ( 1 9 9 5） ● ● ● ●
5ａ池島･福万寺遺跡 トレンチ断面 ｼ ﾙ ﾄ ～粘土金原正明 ･井上智博 ｡金原正子 ( 1 9 9 8） ●
5ｂ池島･福万寺遺跡 トレンチ断面･１５世紀の島畠 ｼ ﾙ ﾄ～粘土パリノ･サーヴェイ株式会社 ( 2 0 0 2） ● ● ●
６ 北 島 遺 跡 トレンチ断面 ｼ ﾙ ﾄ 質粘土パリノ . サーヴェイ株式会社 ( 1 9 9 6） ●
７ 若 江 北 遺 跡 息レンチ断面 粘土 渡切ＩＦＲ(1995） ● ● ● ●
８ 巨 摩 寺 廃 寺 遺 跡 トレンチ断面 粘土 安田喜憲(1981） ●
9ａ鬼虎川遺跡 トレンチ断面 粘土 安田喜憲(1981） ●
9ｂ鬼虎川遺跡 ビット断面 砂質シルト～粘土金原正明(1998） ● ● ●
10ａ志紀遺跡 トレンチ断面･水田遺構 シルト～粘土文化財調査コンサルタント渡辺硬巳(2002） ●
10ｂ志紀遺跡 溝 シルト～粘土川崎地質株式会社 ( 1 9 9 5） ●
1 １美園遺跡 トレンチ断面 粘土 バリノ･サーヴェイ株式会社(1985） ● ● ● ●
1２佐堂遺跡 水田面･河床面上 粘土 バリノ･サーヴェイ株式会社(1984） ● ●
1 ３山賀遺跡 トレンチ断面 シルト質粘土バリノ･サーヴェイ株式会社( 1 9 8 6） ● ●
1４八尾南遺跡 トレンチ断面 砂質シルト～粘土安田喜憲(1981） ●
1 ５ 小 阪 合 遺 跡 砂まじりシルトパリノ･サーヴェイ株式会社(2004）トレンチ断面 ● ●
1６住友銅吹所跡 トレンチ断面 パリノ･サーヴェイ株式会社(1998）シルト ●
1７細工谷遺跡 トレンチ断面 古環境研究所､金原正子(1999）シルト ●
1８亀井北遺跡 トレンチ断面 細粒砂･シルト･粘土パリノ･サーヴェイ株式会社(1986） ● ●
1 ９ 城 山 遺 跡 トレンチ断面 砂～粘土･黒泥･シルト安田喜憲(1986） ● ●

大
阪
府

20ａ長原遺跡(NGO2-8） トレンチ断面･畠状遺構 シ ル ト 質 粘 土 上 中 央 子 ( 2 0 0 5 ） ●
20ｂ長原遺跡(NGO1-32） トレンチ断面 粘 土 質 シ ル ト 松 江 実 千 代 ( 2 0 0 3 ） ● ● ●
2 １ 瓜 破 遺 跡 トレンチ断面 砂質シルト 上中央子(2007） ● ●
2２西大井遺跡 トレンチ断面 腐 植 質 粘 土 川 崎 地 質 株 式 会 社 ( 1 9 9 5 ） ● ● ●
2３高向遺跡 トレンチ断面 細砂･シルトパリノ･サーヴェイ株式会社(1997） ● ●
2 ４寺元遺跡 流路 中粒砂.シルト質パリノ･サーヴェイ株式会社(1995） ●
2５大和川今池遺跡 居館溝 粘 土 質 シ ル ト 渡 初 T F R ( 2 0 0 0 ） ● ● ●
2６東浅香山遺跡 トレンチ断面 国際航業株式会社(1998）シルト ● ●

砂･シルト･粘土川崎地質株式会社(1992）2 ７ 伏 尾 遺 跡 トレンチ断面 ● ●
2８陶邑窯跡群 ＴＫ-１３窯跡 川崎地質株式会社(1995）シルト ● ●
2９長曽根遺跡 土坑 粘質土 金原正明､古環境研究所(1996） ●
3０菱木下遺跡 パリノ･サーヴェイ株式会社(1984）トレンチ断面 ● ●
3１小角田遺跡 溝･土坑 シルト . 粘土島地謙 ･ 林昭三 ･ 福田さよ子 ( 1 9 8 8 ） ●
3２野々井遺跡 トレンチ断面 粘土 川崎地質株式会社渡辺正巳古谷正和(1997） ● ● ●
33ａ小阪遺跡 トレンチ断面 シルト パレオ･ラボ(鈴木茂)(1992） ● ●
33ｂ小阪遺跡 トレンチ断面 パリノ･サーヴェイ株式会社(1992）シルト ● ●
3４日置荘遺跡 溝･土壌･河道 砂質シルト パリノ･サーヴェイ株式会社(1995） ●
3５大園遺跡 埋没地 砂質シルト 古環境研究会(1979） ● ● ● ●
3６池上曽根遺跡 溝 礫･砂 ･粘土渡辺正巳･古谷正和 (川崎地質株式会社大阪支店 ) ( 1 9 9 0） ●
3７芝ノ垣外遺跡 井戸 砂･シルト 川崎地質株式会社(1993） ●
38ａ三田遺跡 トレンチ断面 川崎地質株式会社(1987） ● ●
38ｂ上フジ遺跡 トレンチ断面 砂･シルト 川崎地質株式会社(1993） ● ● ●
3９脇浜.畠中.石才近義堂遺跡 貝塚中央線トレンチ断面 粘土？ パリノ･サーヴェイ株式会社(1980） ●
4０男里遺跡 トレンチ断面 砂･シルト 川崎地質株式会社(1994） ● ●
4１天若遺跡 古墳時代後期の竪穴住居 砂混じりシルト質粘土パレオ･ラボ(鈴木茂)(1994） ●
4２曽我谷遺跡 卜レンチ断面 現 水 田 耕 作 土 伊 辻 忠 司 ( 1 9 8 1 ） ● ●
4 ３太田遺跡 環濠 シルトー粘質土伊辻忠司 ( 1 9 8 6） ● ● ● ●
4 ４ 平 安 京 右 京 五 条 二 坊 九 町 ･ 十 六 町 平 安 : 側 溝 ･ 井 戸 ･ 中 世 素 掘 り 溝 遺 構 砂 質 土 バリノ･サーヴェイ株式会社(1991） ●
45ａ京都大学北部構内遺跡(BC28区）トレンチ断面 シルト･砂 伊藤淳史･富井眞･外山秀一･上中央子(2005） ● ●
45ｂ京都大学北部構内遺跡(BD28区）トレンチ断面 粘土･シルト 冨井眞･吉江崇･伊東隆夫･外山秀一･上中央子(2007） ●
4６長岡京跡左京二条三・四坊･東土川遺跡長岡京跡中世大畦畔･中世溝 古環境研究所(2000） ●
4 7ａ遠所遺跡 砂 ･ 礫 ･ シ ルトパレオ ･ ラボ ( 鈴 木茂 ) ( 1 9 9 7 ）トレンチ断面 ●
4 7ｂ長岡京跡右京第2 6次発掘調査今里車塚周濠堆積物 粘土 伊辻忠司(1980） ● ●
48ａ長岡京跡左京四条二坊十一町第15次溝 徳丸始朗(1982）粘買土 ●
48ｂ長岡京跡右京五条二坊八町第82.103次短頚壺､広口壺内 伊辻忠司(1983） ●
48ｃ鶏冠井遺跡長岡京跡左京二条三坊三町トレンチ断面 粘 土 ･ シ ル ト 伊 辻 忠 司 ( 1 9 8 3 ） ● ●
4 9ａ長岡京左京四条一坊五町第4 6 2次トレンチ断面 パリノ･サーヴェイ株式会社(2003）砂質シルト ●
49ｂ芝ケ本遺跡 トレンチ断面 砂質シルト 宮本真二(1994） ●
49ｃ上植野団地遺跡(長岡京左京四条一坊）井戸 粘質土 古環境研究所(1997） ●京

都
府

5０長岡京跡右京第626次 祭祀溝 砂･礫･シルト･腐植古環境研究所(２０００） ● ●
51ａ長岡京跡右京三条二坊八町第117次溝､竪穴住居 砂･礫 伊辻忠司(1983） ● ● ● ●
51ｂ長岡京跡右京第83.105次 自然流路 伊辻忠司(1984） ●
5２長岡京跡右京五条三坊五町第 1 0 9 次溝 砂泥 伊辻忠司(1983） ● ● ●
5３長岡京跡右京六条二坊七町第11 4次溝 粘土 伊辻忠司(1983） ●
5 ４ 棚 次 遺 跡 トレンチ断面 砂質粘土 伊辻忠司(1985） ● ●
5 5ａ長岡京跡右京七条二坊二町第 1 0 2 次溝 粘土･砂 伊辻忠司(1983） ●
55ｂ長岡京跡左京第87次 溝 粘土 伊辻忠司(1983） ●
56ａ長岡京跡右京八条二坊九町第88次ＳＸ８８１４ 粘 土 . 泥 . 砂 伊 辻 忠 司 ( 1 9 8 4 ） ● ●
56ｂ長岡京跡右京第95次 溝、トレンチ断面 腐植 伊辻忠司(1983） ● ● ●
5 6ｃ長岡京跡右京六条二坊十五町第 9 0次方形周溝墓周溝 ､西二坊大路側溝一 伊辻忠司(1982） ● ●
5７水垂遺跡長岡京跡左京六・七条三坊長岡京廃絶直後小溝群 古環境研究所(1998） ●
5８下植野南遺跡 畑作地 パレオ･ラボ(鈴木茂)(1999）砂質シルト ●
5９宮ノロ遺跡 掘立柱建物、畑、溝 粘土まじり中～粗粒砂パリノ･サーヴェイ株式会社(1993） ●
6 ０ 魚 田 遺 跡 粘土混じり砂パリノ.サーヴェイ株式会社(1998）トレンチ断面 ●
6１森垣外遺跡 周溝 粘土混じり砂･砂質粘土パレオ･ラボ(鈴木茂)(1999） ●
6２平城京朱雀大路 朱 雀 大 路 東 側 溝 ､ 築 地 雨 落 溝 粗 砂 ･ 砂 質 金原正明･金原正子･岡山邦子(1999） ●
6３杉山古墳 杉山古墳周濠 粘土･泥炭 金原正明（1997） ● ● ●
6４長寺遺跡 溝 砂質シルト 金原正明･金原正子･中村亮仁(1995） ●
6５前裁遺跡 河川、井戸 粘質土 金原正明(1987） ●
6６星塚･小路遺跡 ■ ＝

;家 シ ル ト ～ 粘 土 金 原 正 明 ( 1 9 9 0 ） ●
6 ７ 多 遺 跡 鎌倉時代水田祉 粘土 金原正明(1986） ● ●奈

良
県

68ａ箸尾遺跡(第５次） 水田杜、トレンチ断面 細 砂 ～ シ ル ト 金 原 正 明 ( 1 9 9 0 ） ● ●
68ｂ箸尾遺跡(第６次） トレンチ断面、土坑 金原正明(1989）シルト ● ●
68ｃ箸尾遺跡(第11次） トレンチ断面 金原正明(1992）シルト ●
68.箸尾遺跡(第12.13次） トレンチ断面、水田祉、溝 砂～粘土 金原正明､古環境研究所金原正子(1995） ● ●
6 ９ 纏向遺跡 溝､周濠､河溝､井戸 粘土 島倉巳三郎(1976） ●
7０酒船石遺跡 石亀石造物･小判型石造物･石敷き直上ほズシルト．粘質土金原正明･古環境研究所(2001） ●
7 １ 居伝遺跡 中世居館跡溝 金原正明・金原正子･木寺きみ子･桑名志保･高井幸徳･竹田麻里子(2000）シルト ●

兵
庫
県

7２本山中野遺跡 トレンチ断面 粘 土 . シ ル ト 古 環 境 研 究 所 ( 1 9 9 5 ） ● ● ●

＜凡例＞
●:ソバ属花粉の検出
一:不明
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大阪平野の束部や南部に分布している。ソバ属花粉は，

それぞれの遺跡において農耕にかかわる水田や畠遺構だ

けでなく，溝，井戸，トレンチ断面などからも検出され

ている。小阪合遺跡（遺跡番号:15),箸尾遺跡(68),

酒船石遺跡（70）では，ソバ属花粉とともにソバの果実

も検出されている。

図３には，時代ごとに花粉分析の実施件数とソバ属花

粉が検出された遺跡の数の変化を示した。花粉分析は，

縄文時代から近世・近現代を対象におこなわれているこ

とがわかる。とくに古代・中世の分析資料が多い。また，

花粉分析の実施地点は大阪府に多く，府県によって偏り

がみられた。ソバ属花粉が検出された遺跡の数は弥生時

代から古墳時代に２倍増加し，さらに古墳時代から古代

に２倍増加する。中世は最もソバ属花粉が検出された遺

跡の数が多く，近世・近現代では減少する。

ごとのソバ属花粉が検出された遺跡の数の変化から，畿

内地域におけるソバの栽培の変遷について検討する。

4.１畿内地域におけるソバの栽培の開始期

今回対象とした花粉分析資料には，縄文時代の地層か

らソバ属花粉が検出された遺跡はなかった。京都の深泥

池のボーリング資料では，縄文時代と推定される層準か

らソバ属花粉が検出されている（中堀,1981)が，本研

究では，遺跡での分析資料を対象としており，ボーリン

グ資料では，遺跡とのかかわりが明確でないため，調査

対象としなかった。今回，抽出した結果からは，畿内地

域におけるソバの栽培の開始期は，弥生時代であると考

えられる。安満遺跡(1)や太田遺跡(43)の例から，

弥生時代前期にさかのぼると推定される。弥生時代の農

耕では，稲や畠作物（ムギ類，ソバ，ダイズ，ウリ類な

ど）が栽培されており（寺沢ほか,1981),水田や畠を

耕作する技術は，弥生文化の大陸的要素の一つと考えら

れている（佐原,1975)。これらのことから，当時の畠

作は，粗放な農法といわれる焼畑とは異なるものであっ

たことが想定される。また，図３に示したように，弥生

時代における花粉分析実施件数に対してソバ属花粉が検

出された遺跡の数が少ない。このことは，弥生時代にソ
バの栽培は開始されていたが，普遍的な農耕として定着

していなかったことを示していると考えられる。古墳時

代にはソバ属花粉が検出された遺跡の数は倍増すること

から，弥生時代よりソバの栽培が定着したと考えられる。

4．考察

図２の時代別の分布変化では，古代時代～中世にかけ

て，長岡京域に分布の集中がみられるなどソバ属花粉が

検出された遺跡の分布に偏りが見られる。しかしながら，

この偏りは図ｌに示した花粉分析のおこなわれている遺

跡の分布と重なる。そのため，図２で示したソバ属花粉

が検出された遺跡の分布が，ソバの栽培の地域的な偏り

を示すものとは言い難い。そこで以下では，おもに時代

Mｏｄｅｒｎ
4.2文献史料にみられるソバの栽培とソバ属花粉

【奈良・平安時代】

ソバの栽培についての最も古い文献記録は養老６

(722）年「続日本紀」（七月戊子条）元正天皇の詔であ

り，オオムギ・コムギ，ソバを植え年荒に備えるよう命

じたことが記されている。また，承和６（839）年「類

聚三代格」に，飢饒に備えるため，畿内の国司にソバを

勧めて植えさせるよう命じたことが記されている（木村，

1992)｡

図３にみるように，古墳時代以降，ソバ属花粉が検出

された遺跡は増加し，古代には弥生時代の４倍も増加す

る。このことから，ソバの栽培は広く定着したものと考

Mｅｄｉｅｖａｌ

Nａｒａ-Ｈｅｉａｎ
per i od

Ko f u npe r i o d

職:『聯霊,細”
ｇｒａｌｎｓｗ(､ｒ〔、。(》t(‘(､ｔｅｄ・

nNum'cr"fpo,,c､副",yoi．
Ya y o i p e r i o d

Jomonperiod

０ ２ ０ ４ ０ ６ ０ ８ ０（Numberofc副s(､s）

図３花粉分析実施件数およびソバ属花粉が検出された遺跡の件数
Fig．3Numberofpol lenanalyt ica lstudiesandchangesover

t ime in thenumberofs i tes in theK ina id i s t r i c twhere
RzgOpyγ"mpollengrainsweredetected.
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えられる。この要因として，律令体制下における班田収

授の法（652年)，三世一身の法（723年)，天平15年

(743年）墾田永年私財法の発令により，耕地の開発が

活発化したことが考えられる。さらに，畠作に関連する

事項には，陸田の奨励(715年）がみられる。

ソバ属花粉が検出された遺跡の増加および遺跡分布の

拡大の背景には，このような律令体制下における耕地の

開発や畠作の奨励が深く関係していると考えられる。ま

た，ソバは当時，飢饅への備えとしての位置づけであっ

【近世・近現代】

図２で示したように，近世・近現代は，中世よりソバ

属花粉が検出された遺跡の数は減少する。これは花粉分

析の実施件数が少ないためであると考える（図3)｡花

粉分析が実施されれば，ソバ属花粉の検出数は増える可

能性がある。

近世の農耕は，稲作が中心であったが，新田開発など

耕地の拡張や，施肥などの土地生産性を高める技術の発

展，ナタネやワタなど商業的農業の発展が特徴的である

(三橋,1965)｡ソバに関しては，明治28年に書かれた

『蕎麦志』（山本,1895)があり，近世のソバの産地とし

て，河内国や山城国が挙げられている。また，『摂津名

所図絵」からは，大坂でも「そば切」を食べることが珍

しくなかったことがうかがえる。「そば切」は，うどん

様の線麺で,1567年『常勝寺文書」にその初見がみら

れる。江戸時代初期には，「そば切」がある程度普及し

ていたと考えられている（新島,1999)｡そば切が考案

される前は，脱穀したソバの実を雑穀類と混ぜて食べる

粒食や，そばがき・そば餅などの粉食がおこなわれた

(新島,1975)｡

日本におけるソバの作付面積は明治末頃まで約15万

haあったが，現在はおよそ４万haであり（農林水産

省)，畿内地域での栽培はあまり見られない。今回の調

査から，近世・近現代には，大阪や京都など都市近郊に

おいてもソバが栽培されていたと考えられる。

たことがうかがえよう。

【中世】

中世は，今回の調査においてソバ属花粉が検出された

遺跡の数が最も多いことから，ソバの栽培が隆盛した時

代と考える。また，日本考古学協会(2000)において，

中世における畠遺構の検出数が多いことが示されている。

畠遺構の検出数の増加が，ソバの栽培の拡大を直接的に

示すことにならないが，ソバ属花粉の検出数と畠遺構の

検出数の同時代的増加は，ソバの栽培の進展を示す指標

になると考えられる。

中世における農耕は，開発の基礎過程として畠地の増

加（木村，1992）や，農具の発達や稲作田でもムギやダ

イズが栽培されるようになり，二毛作が普及したことが

特色として挙げられる。また，備中国新見荘，興福寺大

乗院狛野荘，山城国乙訓郡下久世荘などにおける年貢に

は，コメ・ムギのほかにソバ・ダイズ・アワ・キビなど

が納められた（豊田ほか,1964)。このようにソバが一

部の地域では，貢納物としての位置づけでもあったこと

がうかがえる。

金原(1993)は，奈良盆地の花粉分析結果から，平安

時代には焼畑におけるソバの栽培があることを指摘して

いる。「万葉集」や「三代実録」には，焼畑と考えられ

る記述があり，また，土地開発にともなう畠地化におい

て，まず焼畑がおこなわれたであろうことが指摘されて

いる（木村,1996)。今回収集したソバ属花粉の資料の

中には，焼畑と関連しているものもあることが想定され

る。花粉分析から焼畑の実態を明らかにするためには，

今後の課題として焼畑における花粉組成や含有量など基

礎資料などが必要であると考える。

５．まとめ

ソバ属花粉の形態的特徴により，ソバ属の同定が可能

であり，ソバ属の植物（ソバ・シャクチリソバなど）が

日本に自生していないことから，本研究では，畿内地域

における埋蔵文化財発掘調査報告書の花粉分析資料のソ

バ属花粉の検出例の収集・整理をとおしてソバの栽培の

変遷について検討し，以下の結論を得た。

①ソバ属花粉は，縄文時代の遺跡の堆積物からは検

出されておらず，弥生時代前期からソバ属花粉が検

出されていることから，畿内地域におけるソバの栽

培の開始期は，弥生時代前期と推定される。

②古墳時代にはソバ属花粉が検出された遺跡の数は

倍増することから，弥生時代よりソバの栽培が定着

6０



したと考えられる。さらに中世にかけて検出遺跡数

は増加し，とくに中世では，今回の調査においてソ

バ属花粉が検出された遺跡の数が最も多いことから，

ソバの栽培が隆盛した時代と考えられる。

③現在，畿内地域での栽培はあまり見られないが，

近世・近現代にもソバ属花粉は検出されており，大

阪や京都など都市近郊においてもソバが栽培されて

いたと考えられる。

今後，畿内地域だけでなく，日本全国の遺跡における

ソバ属花粉の検出例の収集や，焼畑における花粉組成な

どの基礎資料を蓄積していくことが，ソバの栽培の歴史

の考察にとって重要であると考える。
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ThedistributionchangesofFqgOPyγ"伽pollen
gra ins in theK ina id i s t r i c t

HisakoUENAKA
Researchfellow,LakeBiwaMuseum,Kusatsu,Shiga525-0001,Japan

Buckwheat(F上zgopyγ"刀zescJe""77zMoench.)hasbeenexploitedsinceprehistorictimes.

Buckwheatpollengrainshavedistinctiveexineshapeandsurfaceornamentationcomparedto

thoseofothergeneraofPolygonaceae.ThedetectionofFそzgOpyγ"加pollengrainsinsediment

servesasasignatureofhumancultivationofbuckwheat.

AtmanyarchaeologicalsitesintheKinaidistrictofwest-centralJapan,pollenanalysishaspro-

v idedev idenceofbuckwheatgrowth .K ina i isano ldnamewhichfortheregionnowknownas

Osaka,southKyoto,northNara,andsoutheastHyogo,prosperedforalongtimeasthepolit ical

andculturalcenterofJapan.

Inthepresentstudy,muchpollendatawasassembledandanalyzedinordertoclarifychanges

overt imegrowthofbuckwheatinKinaidistr ict .

ChangesinthenumberofsiteswhereRZgOpy〃汎pollengrainsweredetectedtheindicatethat

l )growthofbuckwheatbegan intheear lyYayo iper iod ;

２)growthofbuckwheatincreasedfromtheKofunperiodthroughtheNara-Heianperiod,espe-

ciallyduringmedievaltimes;and

３)buckwheathascontinuedtobegrownintomoderntimes
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